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平成３０年 船舶事故発生状況速報（３月） 平 成 3 0 年 4 月
十一交通安全対策課

主なポイント

○３月の船舶事故隻数は、７隻（プレジャーボート６隻、漁船１隻）。前年比同数、過去５年平均比１隻増
○海難種類別では、浸水・乗揚が各２隻、火災・運航阻害・安全阻害が各１隻発生

【機密性2】
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貨物船 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タンカー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
旅客船 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
作業船 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
漁船 0 3 0 0 1 0 1 0 0 0 0 5
遊漁船 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ 0 1 0 3 0 0 1 1 1 1 0 8
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総計 1 4 0 3 1 0 2 1 1 1 0 14
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別事故隻数推移
H30 H29 過去5年平均

H３０累計 14隻
H２９累計 15隻

差 -1隻



平成３０年 不可抗力を除く小型船舶事故（３月）
平 成 3 0 年 4 月
十一交通安全対策課

主なポイント

○３月の不可抗力を除く小型船舶事故隻数は７隻（漁船１隻 ）。前年比３隻増、過去５年平均比４隻増

○海難種類別では、浸水・乗揚が各２隻、火災・運航阻害・安全阻害が各１隻発生。

H20年～H24年の
年平均隻数

H30目標値 H30年累計

４８隻 ３４隻 １２隻

不可抗力を除く小型船舶の事故隻数をH20～H24の
年平均に対して、H30年までに約3割減少させる。目標：

第３次交通ビジョン目標値との比較

【機密性2】
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

不可抗力を除く小型船舶事故隻数

H30 H29 過去5年平均

H３０累計 12隻
H２９累計 10隻

差 +2隻



平成３０年 人身事故発生状況速報（３月）
平 成 3 0 年 4 月
十一交通安全対策課

主なポイント
○３月の人身事故者数は、１８人（負傷・帰還不能が各４人、海中転落・溺水が各３人、病気が２人、自殺・その他が各１人）。
前年比４人増、過去５年平均比６人増
○３月のマリンレジャーに伴う事故者は、７人（帰還不能が４人、溺水が３人）。前年比１人増
○３月のマリンレジャーに伴う事故者のうち死亡・行方不明者は、１人。前年比同数
○３月は遊泳中２人（過去５年平均比１人増）、ダイビング中１人（前年比１人減）、観光客１人（前年比１人減）

３月
７人

【機密性2】

★コメント マリンレジャーに伴う事故が先月よりも増加。

H
30
目
標
値

H
30
累
計

H
29
累
計

遊泳中
（シュノーケルを含む）

47 3 1

ダイビング中 19 2 4

観光客（外国籍含む）
（再掲）

60 3 5

【昨年との比較】

３月
１８人

H３０累計 １1人
H２９累計 １０人

差 1人

H３０累計 ３1人
H２９累計 ２４人

差 +7人



3月 船舶事故一覧（速報値） 平成30年４⽉
第十一管区交通安全対策課

月 日 場所 担当 事故種類 船舶用途 用途細分 概要

1 3 4 真栄田岬沖 那覇 運航阻害 プレジャーボート その他 陸上で保管中に何らかの原因で無⼈で流れ出たもの。

2 3 13 喜屋武埼沖 那覇 乗揚 漁船 糸満漁港向け中のところ、自動操舵の設定を間違え浅瀬に乗揚げたもの

3 3 18 恩納村沖 那覇 安全阻害 プレジャーボート その他 ⼿漕ぎボートで出港したが、⾵浪の影響により陸岸に戻れなくなったもの

4 3 19 端島沖 那覇 浸水 プレジャーボート その他
潮干狩り後、手漕ぎボートで帰船中のところ横波を受けて浸水、転覆したも
の。

5 3 19 登野城漁港 石垣 火災 プレジャーボート クルーザー
漁港に係留中のところ太陽電池パネルを接続したリチウム電池から出⽕したも
の

6 3 23 宜野湾マリーナ沖 那覇 乗揚 プレジャーボート モーターボート 伊江島から宜野湾マリーナ向け中のところ、浅瀬に乗揚げたもの

7 3 30 伊良部島北部沖 宮古島 浸水 プレジャーボート モーターボート クルージング中、高波を受け船内に浸水したもの。



3月 マリンレジャー事故一覧（速報値）

月 日 場所 年齢 性別 担当 県内･県外別 活動内容 事故内容

1 3 5 真栄田岬沖 17 男性 那覇 県内 遊泳中 溺⽔

2 3 13 糸満市 大渡海岸 25 男性 那覇 県内 遊泳中 溺⽔

3 3 19 端島 61 男性 那覇 県内 磯遊び中 帰還不能

4 3 19 端島 46 ⼥性 那覇 県内 磯遊び中 帰還不能

5 3 19 端島 69 ⼥性 那覇 県内 磯遊び中 帰還不能

6 3 19 端島 65 ⼥性 那覇 県内 磯遊び中 帰還不能

7 3 29 残波岬沖 60 男性 那覇 県外
スキューバダイビング

中
溺⽔

8

9

10

平成30年4⽉
第十一管区交通安全対策課

概要

遊泳中、波に飲まれて溺れたもの

遊泳中、潮に流されたが友⼈に救助されたもの

潮⼲り後、⺟船に戻る船が沈没したため孤⽴した
もの
潮⼲り後、⺟船に戻る船が沈没したため孤⽴した
もの
潮⼲り後、⺟船に戻る船が沈没したため孤⽴した
もの
潮⼲り後、⺟船に戻る船が沈没したため孤⽴した
もの

ダイビング中、急浮上し船上で吐血したもの


